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語文113（2019・12　大阪大学国語国文学会）

古
今
集
時
代
に
お
け
る
「
松
を
引
く
」
表
現
の
出
現

―
子
日
行
事
と
の
関
わ
り
を
中
心
に

―

蒲　
　
　
　
　

姣　
　

艶

一
、
は
じ
め
に

松
と
い
う
歌
材
は
和
漢
と
も
に
愛
誦
さ
れ
、
古
く
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、「
松
を
引
く
」
表
現
は
古
今
集
時
代（
（
（

に
な
ら
な
い
と
、
見
ら
れ
な
い

も
の
で
あ
る
。
古
今
集
時
代
に
お
い
て
は
、次
に
示
す
よ
う
に
、紀
貫
之
、凡

河
内
躬
恒
に
「
松
を
引
く
」
和
歌
が
六
首
確
認
で
き
る
。
な
お
、
①
②
で
は
、

霞
が
た
な
び
く
こ
と
と
、
引
く
松
と
が
掛
詞
と
な
っ
て
い
る（
（
（

。

延（
九
一
七
）

喜
十
七
年
の
冬
な
か
つ
か
さ
の
宮
の
御
屏
風
の
歌

 

子
日 

①
春
霞
た
な
び
く
ま
つ
の
年
あ
ら
ば
い
づ
れ
の
春
か
野
べ
に
こ
ざ
ら
ん

�

（『
貫
之
集
』・
91
番
）

延（
九
二
六
）

長
四
年
九
月
法
皇
の
御
六
十
賀
京
ご
く
の
み
や
す
ど
こ
ろ
の
つ

か
う
ま
つ
り
給
と
き
の
御
屏
風
の
う
た
十
一
首

 

ね
の
ひ 

②
花
に
ゝ
ず
の
ど
け
き
物
は
春
霞
た
な
引
の
べ
の
松
に
ぞ
有
け
る

�

（『
貫
之
集
』
Ⅰ
・
190
番
）

天（
九
四
三
）

慶
六
年
四
月
の
な
い
し
の
屏
風
の
う
た
十
二
首

③�

ち
と
せ
と
い
ふ
松
を
引
つ
ゝ
春
の
ゝ
の
と
を
さ
も
し
ら
ず
我
は
き
に

け
り

�

（『
貫
之
集
』
Ⅰ
・
512
番
）

内
御
屏
風
和
歌
は
し
め
の 

ね
の
ひ（

（
（

④�

ね
た
く
我
子
日
の
松
に
な
ら
ま
し
を
あ
な
う
ら
や
ま
し
人
に
ひ
か

る
ゝ

�

（『
躬
恒
集
』
Ⅰ
・
97
番
）

兼
輔
朝
臣
な
く
な
り
て
の
ち
、
土
佐
の
国
よ
り
ま
か
り
の
ぼ
り
て
、

か
の
粟
田
の
家
に
て（
（
（

⑤
ひ
き
う
ゑ
し
ふ
た
ば
の
松
は
有
り
な
が
ら
君
が
ち
と
せ
の
な
き
ぞ

悲
し
き

�

（『
後
撰
集
』・
巻
二
十
・
哀
傷
歌
・
1411
番
・
貫
之
）

⑥
『
土
佐
日
記
』・
正
月
二
十
九
日（
（
（
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正
月
な
れ
ば
、
京
の 

子
の
日 

の
こ
と
を
い
ひ
出
で
て
、「
小
松
も
が

な
」
と
い
へ
ど
も
、
海
中
な
れ
ば
、
か
た
し
か
し
。
あ
る
女
の
書
き

て
出
だ
せ
る
歌
、

お
ぼ
つ
か
な
今
日
は
子
の
日
か
海
女
な
ら
ば
海
松
を
だ
に
引
か
ま

し
も
の
を

と
ぞ
い
へ
る
。
海
に
て
、「
子
の
日
」
の
歌
に
て
は
、
い
か
が
あ
ら
む
。

こ
の
よ
う
に
「
松
を
引
く
」
表
現
は
古
今
集
時
代
の
和
歌
に
初
め
て
現
れ

て
く
る
が
、
こ
の
表
現
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
形
成
さ
れ
て
き
た
の
か
に
つ

い
て
は
、
従
来
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。『
歌
枕
歌
こ
と
ば
辞
典
』『
歌
こ

と
ば
歌
枕
大
辞
典
』「
子
の
日
」
と
「
松
」
の
項
目
に
お
い
て
も
、
言
及
さ
れ

て
い
な
い（
（
（

。
ま
た
、
田
島
智
子
氏
は
子
日
に
つ
い
て
、
古
今
集
時
代
か
ら
拾

遺
集
時
代
ま
で
屏
風
歌
に
詠
ま
れ
る
和
歌
の
型
の
変
遷
を
辿
っ
て
い
る
が
、

「
松
を
引
く
」
表
現
の
形
成
過
程
に
は
触
れ
て
い
な
い（
（
（

。
本
論
は
「
松
を
引

く
」
と
い
う
表
現
に
着
目
し
、
こ
の
表
現
が
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ
て
き
た
の

か
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二
、「
松
を
引
く
」
表
現
と
子
日
行
事
と
の
関
係
性
⑴

松
は
和
歌
の
歌
材
と
し
て
、『
万
葉
集
』
か
ら
、
す
で
に
多
用
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
古
今
集
時
代
に
先
行
す
る
和
歌
例
で
は
、「
松
を
引
く
」
表
現
が
見

ら
れ
な
い
。

で
は
、
ど
の
よ
う
な
要
因
が
あ
っ
て
、「
松
を
引
く
」
表
現
が
生
み
出
さ
れ

た
の
か
。
そ
れ
を
考
え
る
上
で
注
目
し
た
い
の
は
、
第
一
節
で
示
し
た
「
松

を
引
く
」
六
首
が
、
引
用
の
囲
み
部
分
で
示
し
た
よ
う
に
、
子
日
行
事
と
深

く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
子
日
行
事
と
「
松
を
引
く
」
こ
と
と
は
ど

の
よ
う
な
関
わ
り
を
持
つ
の
か
。
そ
の
関
わ
り
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、

「
松
を
引
く
」
表
現
が
生
れ
て
き
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
追
究
す
る
必
要
が

あ
る
。

子
日
に
つ
い
て
は
、
山
中
裕
氏
『
平
安
朝
の
年
中
行
事
』
に
、
以
下
の
指

摘
が
見
え
る
（
（
（

。

こ
の
儀
は
中
国
か
ら
入
っ
た
も
の
か
日
本
民
間
の
も
の
か
明
ら
か
で
は

な
い
が
、
平
安
朝
に
入
る
と
、
こ
れ
が
そ
の
起
源
は
た
と
い
大
陸
行
事

に
あ
っ
た
に
せ
よ
、
い
つ
か
外
来
思
想
は
消
え
う
せ
て
日
本
化
の
一
路

を
た
ど
っ
た
。

山
中
氏
に
よ
れ
ば
、
子
日
行
事
の
起
源
は
不
明
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、

ま
た
、
倉
林
正
次
氏
も
同
様
の
立
場
で
あ
る（
（
（

。
こ
の
よ
う
な
研
究
状
況
に
対

し
、
北
山
円
正
氏
は
史
料
を
追
い
な
が
ら
、
平
安
朝
に
流
行
し
始
め
た
子
日

行
事
の
き
っ
か
け
を
、
以
下
の
よ
う
に
推
定
し
て
い
る（
（1
（

。

こ
の
遊
び
の
貴
族
社
会
に
お
け
る
普
及
は
、
残
っ
た
資
料
か
ら
推
測
す

る
と
、
宇
多
天
皇
の
北
野
・
船
岡
山
へ
の
行
幸
が
端
緒
で
あ
っ
た
と
見

な
し
て
良
い
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
そ
れ
以
前
に
子
の
日
の
遊
び
は
よ

く
知
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
し
、
一
部
で
は
行
な
っ
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
。
む
し
ろ
宇
多
天
皇
の
行
幸
は
こ
の
遊
び
を
風
雅
な
催
し
と
し
て

仕
立
て
あ
げ
た
と
こ
ろ
に
意
義
を
認
め
る
べ
き
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

世
俗
の
習
慣
に
風
趣
を
認
め
て
徐
々
に
貴
族
社
会
が
取
り
入
れ
、
や
が

て
自
ら
の
優
雅
な
行
事
に
ま
で
高
め
た
と
言
え
よ
う
。

谷
口
孝
介
氏
も
同
様
の
立
場
か
ら
論
じ
て
い
る（
（1
（

。
以
下
、
こ
の
北
山
氏
の
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論
を
参
照
し
な
が
ら
、
子
日
行
事
と
の
関
連
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、

「
松
を
引
く
」
表
現
が
生
ま
れ
て
き
た
の
か
を
検
討
す
る
。

子
日
行
事
に
つ
い
て
記
し
た
最
古
の
例
は
、
以
下
の
『
万
葉
集
』
の
例
で

あ
る
。

二
年
春
正
月
三
日
、
召
二
侍
従
竪
子
王
臣
等
一、
令
レ
侍
二
於
内
裏
之
東

屋
垣
下
一、
即
賜
二
玉
箒
一
肆
宴
。
于
レ
時
内
相
藤
原
朝
臣
奉
レ
勑
、
宣
二

諸
王
卿
等
一、
隨
レ
堪
任
レ
意
、
作
レ
歌
并
賦
レ
詩
。
仍
應
二
詔
旨
一、
各
陳

二
心
緒
一、
作
レ
歌
賦
レ
詩
。
未
レ
得
二
諸
人
之
賦
詩
并
作
歌
一
也

始ハ
ツ
ハ
ル
ノ

春
乃　

波ハ

ツ

ネ

ノ

都
祢
乃
家
布ケ
フ

能ノ　

多タ

マ

バ

ハ

キ

麻
婆
波
伎　
　

手テ

ニ

ト

ル

カ

ラ

ニ

尓
等
流
可
良
尓 

由ユ

ラ

ク

タ

マ

ノ

ヲ

良
久
多
麻
能
乎

�
（
巻
二
十
・
4493
・
家
持
）

天
平
宝
字
二
年
（
七
五
八
）
正
月
三
日
子
日
に
、
天
皇
が
侍
従
・
王
臣
な

ど
を
召
し
て
、
内
裏
の
東
の
対
屋
の
垣
下
で
宴
を
開
い
た
と
い
う
記
述
で
あ

り
、
こ
の
例
は
子
日
の
宴
に
関
す
る
最
古
例
で
あ
る
。
題
詞
に
も
和
歌
に
も

見
え
る
「
玉
箒
」
が
こ
の
宴
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。

井
上
薫
氏
に
よ
れ
ば
、「
玉
箒
」
は
蚕
の
床
を
掃
く
た
め
の
も
の
で
あ
り
、

皇
后
が
親
蚕
の
儀
を
行
う
時
に
用
い
る
も
の
で
、
皇
后
自
ら
蚕
室
を
掃
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
養
蚕
を
奨
励
し
そ
の
豊
穣
を
祈
っ
た（
（1
（

と
の
こ
と
で
あ
る
。
し

か
し
、
こ
の
よ
う
な
儀
式
は
こ
れ
以
降
見
ら
れ
ず
、
平
安
時
代
に
行
わ
れ
た

子
日
行
事
と
の
関
わ
り
は
窺
え
な
い
。

ま
た
、『
類
聚
国
史
』（
巻
七
十
二
・
歳
時
三
）
に
は
、「
子
日
曲
宴
」
の
項

目
が
立
て
ら
れ
て
お
り
、
大
同
三
年
か
ら
斉
衡
四
年
の
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
（
（1
（

。

平
城
天
皇
大
同
三
年
（
八
○
八
）
正
月
戌
子
。
曲
宴
。
賜
二
五
位
以
上

衣
被
一。
正
月
庚
子
。
曲
宴
。
賜
二
侍
臣
衣
被
一。

嵯
峨
天
皇
弘
仁
四
年
（
八
一
三
）
正
月
丙
子
。
曲
二
宴
後
殿
一。
令
二
文
人

賦
一レ
詩
。
賜
レ
禄
有
レ
差
。

五
年
（
八
一
四
）
正
月
甲
子
。
宴
二
侍
臣
一。
賜
レ
綿
有
レ
差
。

八
年
（
八
一
七
）
正
月
甲
子
。
曲
二
宴
後
庭
一。

淳
和
天
皇
天
長
八
年（
八
三
一
）正
月
壬
子
。
天
皇
曲
二
讌
仁
壽
殿
一。
参

議
以
上
預
焉
。
賜
レ
禄
有
レ
差
。

文
徳
天
皇
齊
衡
四
年
（
八
五
七
）
正
月
乙
丑
。
禁
中
有
二
曲
宴
一。
預
レ
之

者
不
レ
過
二
公
卿
近
侍
數
十
人
一。
昔
者
上
月
之
中
。
必
有
二
此
事
一。
時
謂

二
之
子
日
態
一
也
。
今
日
之
宴
。
脩
二
舊
迹
一
也
。

こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
「
子
日
曲
宴
」
の
例
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が

宴
の
形
で
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
子
日
に
つ
い
て
、
こ
れ
以
上
記
録
に

残
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
恒
例
と
い
う
ほ
ど
の
行
事
で
は
な
い
と
考
え

ら
れ
る
。
更
に
、
斉
衡
四
年
（
八
五
七
）
の
記
事
に
は
、「
昔
者
上
月
之
中
。

必
有
二
此
事
一。
時
謂
二
之
子
日
態
一
也
。
今
日
之
宴
。
脩
二
舊
迹
一
也
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
頃
ま
で
に
は
、
子
日
の
宴
会
は
既
に
廃
絶
し
て
い
た
の
で

は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

同
じ
く
子
日
に
つ
い
て
、『
類
聚
国
史
』
の
編
者
と
さ
れ
る
菅
原
道
真
は
、

『
菅
家
文
草
』
365
「
早
春
、
觀
レ
賜
二
宴
宮
人
一、
同
賦
二
催
粧
一、
應
レ
製
」
で
、

以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る（
（1
（

。

聖
主
命
二
小
臣
一、
分
二
類
舊
史
一
之
次
、
見①
レ
有
下
上
月
子
日
賜
二
菜
羹
一
之

宴
上。 

臣
伏
惟
、
自
レ
觴
二
王
公
於
正
朝
一、
至
レ
喚
二
文
士
於
内
宴
一、
首
尾

3



二
十
餘
日
、
洽
歡
言
レ
志
者
、
諸
不
レ
及
二
婦
人
一、
此
唯
丈
夫
而
已
。
夫

陰
者
助
二
陽
之
道
一、
柔
者
成
二
剛
之
義
一
也
。
況②

亦
野
中
芼
レ
菜
、
世
事
推

二
之
蕙
心
一
矣
。
爐
下
和
レ
羹
、
俗
人
屬
二
之
荑
指
一
。
宜
哉
、
我
君
特
分 

二

斯
宴
一、
獨
樂
二
宮
人
一
矣
。（
略
）

こ
の
序
文
は
『
本
朝
文
粋
』
巻
九
・
244
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
寛
平
五

年
（
八
九
三
）
正
月
二
十
日
余
り
、
男
性
の
み
の
行
事
が
続
き
、
女
性
に
も

参
加
す
る
機
会
を
与
え
る
た
め
に
、「
宮
人
」
を
楽
し
ま
せ
る
宴
を
行
っ
た
と

い
う
主
旨
で
あ
る
。
こ
の
宴
に
お
い
て
、
実
際
に
若
菜
を
摘
ん
で
、
そ
れ
を

羹
に
和
す
様
子
は
窺
え
な
い
が
、
傍
線
部
①
に
「
見
レ
有
下
上
月
子
日
賜
二
菜

羹
一
之
宴
上
」
と
あ
る
よ
う
に
、
道
真
が
「
舊
史
」
を
整
理
す
る
時
に
、
子
日

に
若
菜
の
羹
を
賜
う
宴
の
記
事
を
見
た
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
傍
線

部
②
で
は
、
若
菜
を
摘
み
、
羹
を
和
す
と
い
う
世
俗
風
習
の
中
で
の
女
性
の

働
き
を
称
揚
し
て
い
る
。
傍
線
部
①
②
か
ら
、
こ
の
序
文
は
、
道
真
が
子
日

と
そ
の
日
の
風
習
で
あ
る
若
菜
を
摘
む
こ
と
を
意
識
し
て
書
い
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
の
例
か
ら
、
北
山
氏
は
以
下
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

道
真
は
何
ら
か
の
誤
認
を
し
て
、「
上
月
子
日
、
賜
二
菜
羹
一
之
宴
」
が

あ
っ
た
と
書
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
想
像
を
め
ぐ
ら
せ
ば
、
子
の
日
の

行
事
に
は
、「
賜
二
菜
羹
一
之
宴
」
が
あ
る
と
い
う
認
識
を
も
っ
て
い
た

た
め
に
、
現
在
の
宴
と
過
去
の
宴
と
の
明
確
な
区
別
を
せ
ず
に
、
詩
序

を
執
筆
し
た
と
い
う
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
い
つ
頃

で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
は
で
き
な
い
が
、
子
の
日
の
宴
は
「
賜
二
菜
羹
一

之
宴
」
と
な
っ
て
復
活
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
子
の
日
の
宴
が
再

興
し
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
を
働
き
か
け
た
の
は
道
真
で
あ
ろ
う
。

菅
原
道
真
が
序
文
を
記
述
し
た
当
時
の
子
日
行
事
の
実
態
は
分
か
ら
な
い

が
、
子
日
に
若
菜
を
摘
み
、
羹
を
和
す
風
習
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
考
え
る

の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

同
じ
菅
原
道
真
に
よ
る
記
述
で
あ
る
が
、
寛
平
八
年
（
八
九
六
）
閏
正
月

六
日
子
日
に
関
し
て
は
、『
菅
家
文
草
』
431
「
扈
二
従
雲
林
院
一
、
不
レ
勝
二
感

歎
一、
聊
叙
レ
所
レ
観
」
に
お
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
見
え
る（
（1
（

。

雲
林
院
者
、昔
之
離
宮
。
今
為
二
佛
地
一。
聖
主
玄
覽
之
次
、不
レ
忍
レ
過 

レ

門
、
成
二
功
徳
一
也
。
侍
臣
五
六
輩
、
翫
二
風
流
一
而
隨
喜
、
院
主
一
兩
僧
、

掃
二
苔
癬
一
以
恭
敬
。
供
奉
無
レ
物
、
唯
花
色
與
二
鳥
聲
一。
拝
謝
有
レ
誠
、

唯
至
心
與
二
稽
首
一
而
已
。
予
亦
甞
聞
二
于
故
老
一、
曰
、
上❶

陽
子
日
、
野

遊
厭
レ
老
。
其
事
如
何
、
其
儀
如
何
、
倚❷
二
松
樹
一
以
摩
レ
腰
、
習
二
風
霜

之
難
一レ
犯
。
和❸
二
菜
羹
一
而
啜
レ
口
、
期
二
気
味
之
克
調
一
也
。
況
年
之
閏

月
、
一
歳
餘
分
之
春
、
月
之
六
日
、
百
官
休
暇
之
景
。
今
日
之
事
、
今

日
之
為
、
豈
非
下
為
二
無
為
一、
事
中
無
事
上
乎
。
予
雖
二
愚
拙
一、
久
習
二
家

風
一、
廻
レ
輿
有
レ
時
、
走
レ
筆
無
レ
地
。
聊
舉
二
一
端
一、
文
不
レ
加
レ
點
云
爾
。

謹
序
。

寛
平
八
年
（
八
九
六
）
閏
正
月
六
日
子
日
に
宇
多
天
皇
一
行
が
野
遊
を
行

な
っ
た
模
様
が
記
さ
れ
て
い
る
。
天
皇
が
野
外
に
出
て
子
日
行
事
を
す
る
例

は
こ
れ
の
み
で
あ
る
。
北
山
氏
は
こ
れ
が
「
貴
族
社
会
に
お
け
る
子
日
の
普

及
」
の
「
端
緒
」
と
な
っ
て
、
こ
れ
以
後
、「
天
皇
か
ら
受
領
・
女
房
に
到
る

ま
で
、
ま
た
都
は
も
と
よ
り
地
方
に
お
い
て
も
行
っ
て
お
り
、
貴
族
社
会
で

は
相
当
な
広
が
り
を
持
っ
て
い
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
北
山
氏
の
論
は
首
肯
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で
き
る
が
、
氏
は
主
に
子
日
行
事
の
展
開
を
追
求
し
て
、
表
現
の
面
に
は
着

目
し
て
い
な
い
。
こ
こ
で
は
、
子
日
行
事
に
触
れ
な
が
ら
、
そ
れ
と
関
連
し

て
、「
松
を
引
く
」
表
現
が
現
れ
て
く
る
経
緯
を
説
明
し
よ
う
。

寛
平
八
年
（
八
九
六
）
閏
正
月
六
日
子
日
の
序
文
か
ら
、
道
真
は
「
上
陽

子
日
」
の
実
質
を
❶
「
野
遊
厭
レ
老
」
と
し
な
が
ら
も
、
子
日
の
具
体
内
容

に
つ
い
て
、「
故
老
」
の
言
葉
と
し
て
説
明
し
て
い
る
。
子
日
行
事
の
当
時
の

状
況
は
こ
の
序
文
か
ら
は
読
み
取
れ
な
い
が
、
道
真
が
言
う
「
野
遊
厭
レ
老
」

の
目
的
を
実
現
す
る
方
法
と
し
て
、「
故
老
」
が
答
え
た
❷
「
倚
二
松
樹
一
以

摩
レ
腰
」
と
❸
「
和
二
菜
羹
一
而
啜
レ
口
」
と
の
二
つ
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
一

つ
は
❷
「
倚
二
松
樹
一
以
摩
レ
腰
、
習
二
風
霜
之
難
一レ
犯
」
と
あ
る
よ
う
に
、
松

に
腰
を
摩
る
こ
と
に
よ
り
、
冬
の
寒
さ
に
も
色
を
変
え
な
い
松
の
生
命
力
を

身
に
つ
け
よ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
一
つ
は
❸「
和
二
菜
羹
一
而
啜
レ
口
、期

二
気
味
之
克
調
一
」
と
あ
る
よ
う
に
、
若
菜
を
羹
に
し
、
そ
れ
を
食
べ
る
こ
と

に
よ
り
、
体
の
調
子
を
整
え
よ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
若
菜
を
薬
草
と
認

識
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
道
真
が
言
う
子
日
行
事
と
は
、
長
寿
を
願
う
も

の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
序
文
か
ら
、
子
日
行
事
に
、
松
と
若
菜
と
の
二
つ
の
題
材
が
深
く
関

わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
子
日
行
事
は
野
辺
で
行
わ
れ
る
こ
と

も
わ
か
る
。
で
は
、
寛
平
八
年
（
八
九
六
）
年
宇
多
天
皇
の
子
日
野
遊
に
見

え
る
松
の
例
と
、
そ
れ
以
降
の
古
今
集
時
代
に
現
れ
て
く
る
「
松
を
引
く
」

表
現
と
は
、
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
以
下
、
考

察
す
る
。

三
、「
松
を
引
く
」
表
現
と
子
日
行
事
と
の
関
係
性
⑵

第
二
節
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
北
山
氏
は
子
日
の
遊
び
の
平
安
貴
族
の
間

で
の
普
及
に
つ
い
て
、
八
九
六
年
宇
多
天
皇
の
子
日
野
遊
が
「
端
緒
で
あ
っ

た
と
見
な
し
て
良
い
か
も
し
れ
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
行
事

の
内
実
を
見
て
み
る
と
、
子
日
野
遊
が
若
菜
と
松
と
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
こ
の
子
日
の
実
態
に
つ
い
て
、
紀
長
谷
雄
に
よ
る
記
録
が
あ
る（
（1
（

。

以
二
未
一
刻
一、
乗
レ
輿
幸
二
船
岡
最
高
之
頂
一。
皇
太
子
以
下
、
騎
馬
相
従
。

其
儀
如
レ
初
。
嶋
中
菓
菜
、
遺
猶
□
積
。
令
三
人
留
守
、
更
俟
二
後
召
一。

未
四
刻
許
、
令
三
内
豎
〔　
　

〕
二
菓
菜
一。
仍
即
奉
献
。

こ
の
記
述
は
か
な
り
の
部
分
が
破
損
し
て
お
り
、
意
を
取
り
難
い
箇
所
が

存
す
る
。「
其
儀
如
レ
初
」
に
つ
い
て
の
具
体
内
容
は
不
明
で
あ
る
が
、
野
で

若
菜
の
類
を
摘
ん
で
、
天
皇
に
献
上
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
延
喜
五
年
（
九
〇
五
）
正
月
宇
多
天
皇
が
大
覚
寺
に
て
子
日
遊
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
子
日
行
事
に
つ
い
て
は
、『
日
本
紀
略
』
に
記
録
が
あ
る（
（1
（

。

廿
九
日
戊
子
。
法
皇
幸
二
大
覺
寺
一。
命
下
採
二
野
菜
一
之
遊
上。
左
大
臣
以

下
扈
從
。
喚
二
詩
臣
一。
賦
二
即
事
一。
云
々
。

延
喜
五
年
（
九
〇
五
）
子
日
行
事
で
も
野
辺
で
、「
野
菜
」
を
摘
ん
だ
よ
う

で
あ
る
。
春
の
野
辺
に
出
て
若
菜
を
摘
む
こ
と
は
古
く
習
俗
と
し
て
あ
り
、

寛
平
八
年
（
八
九
六
）
子
日
野
遊
と
延
喜
五
年
（
九
〇
五
）
子
日
遊
か
ら
、
子

日
行
事
に
若
菜
と
の
結
び
つ
き
も
確
認
で
き
る
。
一
方
、
松
と
子
日
の
関
係

性
は
、
寛
平
八
年
（
八
九
六
）
子
日
に
、
故
老
が
道
真
に
言
う
記
述
の
中
か

ら
見
ら
れ
る
が
、
実
際
子
日
行
事
と
の
関
わ
り
は
以
上
の
記
述
か
ら
は
ま
だ
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窺
え
な
い
。

古
今
集
時
代
に
は
、子
日
を
詠
む
和
歌
は
計
十
八
例
あ
る
。
そ
の
う
ち
、若

菜
を
詠
む
例
は
二
例
で
、
松
を
詠
む
例
は
十
一
例
も
あ
る
。
古
今
集
時
代
に

子
日
に
関
わ
る
松
詠
が
流
行
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
寛
平
八
年
（
八
九
六
）

宇
多
天
皇
の
子
日
野
遊
に
見
ら
れ
る
松
の
例
が
、
そ
の
後
の
子
日
に
関
わ
る

松
詠
に
影
響
を
与
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
「
松
を

引
く
」
表
現
が
生
ま
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
に
、
こ
こ
で
は
松
が
生
え
る
場
所
に
着

目
し
て
考
察
す
る
。『
万
葉
集
』
に
お
け
る
松
詠
の
中
で
、
松
が
生
え
る
場
所

を
明
記
し
た
例
を
【
表
一
】
に
示
し
た
。

【
表
一
】『
万
葉
集
』
に
お
け
る
松
の
場　

計
三
十
二
例

松が詠まれる場所 用例数
浜辺 10
きし 4
山 7
いそ 3
いはほ 1
ひめしま 2
松原 1
ひばら 1
いはやど 1
みね 1
 のなか 1

寛
平
八
年
（
八
九
六
）
宇
多
天
皇
の
子
日
野
遊
で
は
、
野
辺
の
松
に
言
及

し
て
い
る
。
一
方
、【
表
一
】
か
ら
、『
万
葉
集
』
で
は
、
松
の
生
え
る
場
所

と
し
て
、
浜
・
岸
・
山
な
ど
様
々
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
囲
み
部
分
で
示
し

た
よ
う
に
、「
の
な
か
」
が
一
例
あ
る
。
そ
の
和
歌
を
以
下
に
示
す
。

長
忌
寸
意
吉
麿
見
二
結
松
一
哀
咽
歌
二
首

磐イ
ハ
シ
ロ
ノ

代
之　

野ノ
ナ
カ
ニ
中
尓
立タ
テ
有ル　

結
ム
ス
ビ
松マ
ツ　

情
コ
コ
ロ
毛モ

不ト
ケ
ズ解　

古ム
カ
シ所
念
オ
モ
ヘ
バ 

�

（『
万
葉
集
』・
巻
二
・
144
）

こ
の
和
歌
で
は
、
松
の
生
え
る
場
所
は
野
中
で
あ
る
が
、「
松
」
に
関
し
て
、

「
む
す
び
ま
つ
」
と
表
現
さ
れ
て
お
り
、
ほ
か
の
『
万
葉
集
』
の
表
現（
（1
（

と
類
似

し
て
い
て
、「
松
を
引
く
」
表
現
の
先
蹤
と
し
が
た
い
。
ま
た
『
万
葉
集
』
以

降
、『
古
今
集
』
ま
で
の
和
歌
例
に
は
、
野
辺
の
松
を
詠
む
も
の
が
な
い
。

こ
れ
に
対
し
、
古
今
集
時
代
に
は
、
子
日
に
関
す
る
松
詠
は
十
一
首
あ
る
。

そ
の
十
一
首
を
左
に
示
す
。

延（
九
一
七
）

喜
十
七
年
の
冬
な
か
つ
か
さ
の
宮
の
御
屏
風
の
歌

子
日

⑴�

春
霞
た
な
び
く
ま
つ
の
年
あ
ら
ば
い
づ
れ
の 

春
か
野
べ
に
こ
ざ
ら

 

ん

�

（『
貫
之
集
』・
91
番
）

延（
九
一
九
）

喜
十
九
年
東
宮
の
御
屏
風
の
歌
、
う
ち
よ
り
め
し
し
十
六
首

子
日
の
松
の
も
と
に
人
人
い
た
り
あ
そ
ぶ

⑵�

春
の
色
は
ま
だ
あ
さ
け
れ
ど
か
ね
て
よ
り
緑
ふ
か
く
も
染
め
て
け
る

か
な

�

（『
貫
之
集
』・
127
番
）

延（
九
二
四
）

長
二
年
五
月
中
宮
の
御
屏
風
の
和
歌
廿
六
首

子
日

⑶�
も
と
よ
り
の
ま
つ
を
ば
お
き
て
け
ふ
は
猶
お
き
ふ
し
春
の
色
を
こ
そ

み
れ
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�

（『
貫
之
集
』・
140
番
）

承（
九
三
五
）
平
五
年
十
二
月
、
内
裏
御
屏
風
の
歌
、
仰
せ
に
よ
り
て
奉
る

子
日
し
て
、
車
の
わ
か
る
る
所
に
馬
に
の
れ
る
人
、
ま
つ
を
く

る
ま
に
お
く
る

⑷
此
松
の
な
を
ま
ね
ば
れ
ば
玉
鉾
の
道
わ
か
る
と
も
我
は
た
の
ま
む

�

（『
貫
之
集
』・
324
番
）

延（
九
二
六
）
長
四
年
九
月
法
皇
の
御
六
十
賀
京
ご
く
の
み
や
す
ど
こ
ろ
の
つ

か
う
ま
つ
り
給
と
き
の
御
屏
風
の
う
た
十
一
首

ね
の
ひ

⑸
花
に
ゝ
ず
の
と
け
き
物
は 

春
霞
た
な
引
の
べ
の
松 

に
ぞ
有
け
る

�
（『
貫
之
集
』
Ⅰ
・
190
番
）

天（
九
三
九
）

慶
二
年
さ
い
さ
う
の
中
将
屏
風
の
歌
廿
三
首

山
里
に
す
む
を
ん
な
子
日
す
る

⑹�

あ
し
ひ
き
の
山
べ
の
松
を
か
つ
み
れ
ば
心
を 

野
べ 
に
お
も
ひ
や
る

か
な

�

（『
貫
之
集
』
Ⅰ
・
417
番
）

延（
九
〇
二
）

喜
二
年
倭
月
令
御
屏
風
之
料
歌
四
十
五
首
之
内
依
勅
奉
之

子
日 

野
遊

⑺�

君
が
た
め
お
も
ふ
こ
ゝ
ろ
の
色
に
い
で
ゝ
ま
つ
の
み
ど
り
を
お
り
て

け
る
か
な

�

（『
貫
之
集
』
Ⅱ
・
1
番
）

亭
子
院
六（
九
二
六
）

十
御
賀
、
京
極
の
宮
す
所
つ
か
う
ま
つ
り
た
ま
ふ
御
屏

風
の
歌

子
日
し
た
る
と
こ
ろ
、
松
の
い
と
ち
ゐ
さ
き
に

⑻�

ふ
た
ば
よ
り
と
し
さ
だ
ま
れ
る
ま
つ
な
れ
ば
ひ
さ
し
き
物
と
た
れ
か

み
ざ
ら
ん

�

（『
伊
勢
集
』
Ⅰ
・
74
番
）

八
条
大
将
四（
九
二
九
）

十
賀
、
権
中
納
言
の
し
給

子
日
松 

い
へ 

に
う
ゑ
た
る
と
こ
ろ

⑼�

ち
と
せ
ふ
る
ま
つ
と
い
へ
ど
も
う
ゑ
て
み
る
人
ぞ
か
ぞ
へ
て
し
る
べ

か
り
け
る

�

（『
伊
勢
集
』
Ⅰ
・
184
番
）

内
御
屏
風
和
歌
、
は
し
め
の
ね
の
ひ

⑽�

ね
た
く
我
子
日
の
松
に
な
ら
ま
し
を
あ
な
う
ら
や
ま
し
人
に
ひ
か

る
ゝ

�

（『
躬
恒
集
』
Ⅰ
・
97
番
）

⑾
『
土
佐
日
記
』・
正
月
二
十
九
日

正
月
な
れ
ば
、
京
の
子
の
日
の
こ
と
を
い
ひ
出
で
て
、「
小
松
も
が

な
」
と
い
へ
ど
も
、
海
中
な
れ
ば
、
か
た
し
か
し
。
あ
る
女
の
書
き

て
出
だ
せ
る
歌
、

お
ぼ
つ
か
な
今
日
は
子
の
日
か
海
女
な
ら
ば
海
松
を
だ
に
引
か
ま

し
も
の
を

こ
れ
ら
の
歌
で
、
松
が
詠
ま
れ
る
場
所
を
明
記
し
て
い
る
の
は
、
六
首
あ

る
。
そ
の
中
で
、
⑴
⑸
⑹
⑺
で
は
、
囲
み
部
分
で
示
し
た
よ
う
に
、
松
が
生

え
る
場
所
は
「
野
」
で
あ
る
。
ま
た
⑼
で
は
、
松
が
詠
ま
れ
る
場
は
「
家
」

で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
子
日
の
松
詠
に
は
、
野
辺
の
松
が
詠
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
。

こ
れ
は
、
宇
多
天
皇
の
子
日
野
遊
で
、
野
辺
の
松
が
記
さ
れ
た
こ
と
と
関
わ

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
道
真
の
序
で
「
故
老
」
が
述
べ
た
よ
う

に
、
そ
れ
以
前
か
ら
子
日
と
松
は
関
係
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
さ

ら
に
、
宇
多
天
皇
に
よ
る
子
日
野
遊
が
、
道
真
の
序
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
子
日
と
松
の
繋
が
り
が
強
固
に
認
識
さ
れ
、
そ
れ
が
貫
之
ら

の
松
詠
を
生
み
出
し
た
要
因
の
一
つ
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
の
一
方
で
、
寛
平
八
年
（
八
九
六
）
宇
多
天
皇
の
子
日
野
遊
に
見
え
る

「
倚
二
松
樹
一
以
摩
レ
腰
」
の
要
素
は
和
歌
に
は
見
ら
れ
ず
、「
松
を
引
く
」
と

表
現
さ
れ
て
い
る
。

で
は
、「
松
を
引
く
」
表
現
は
一
体
ど
の
よ
う
に
し
て
生
み
出
さ
れ
て
き
た

の
か
。
そ
れ
を
考
え
る
た
め
に
は
、
ま
ず
「
松
を
引
く
」
こ
と
は
ど
の
よ
う

な
行
為
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、「
松

を
引
く
」
先
例
自
体
が
な
い
た
め
植
物
を
引
く
と
い
う
行
為
は
ど
の
よ
う
な

も
の
な
の
か
、
を
検
討
す
る
。

⑴
足ア
シ

日ヒ

木キ

能ノ 

石イ
ハ
ネ
コ
ゴ
シ

根
許
其
思
美ミ 

菅ス
ガ
ノ
ネ
ヲ

根
乎　

引ヒ
ケ
バ
カ
タ

者
難
三ミ

ト等　

標シ
メ
ノ
ミ
ゾ
ユ
フ

耳
曽
結
焉

�

（『
万
葉
集
』・
巻
三
・
414
番
・
家
持
）

⑵
真マ

葛ク
ズ

延ハ
フ　

小ヲ
ノ
ノ
ア
サ
ヂ
ヲ

野
之
浅
茅
乎　

自コ
コ
ロ
ユ心

毛モ　

人ヒ
ト

引ヒ
カ
メ目

八ヤ

モ面　

吾ワ
レ
ナ
ラ
ナ

莫
名
国ク
ニ

�

（『
万
葉
集
』・
巻
十
一
・
2835
番
・
詠
者
不
明
）

⑶�

伊イ

利リ

麻マ

治チ

能ノ　

於オ

保ホ

ヤ屋
我ガ

ハ波
良ラ

ノ能　

伊イ

ハ波
為ヰ

都ツ

良ラ　

比ヒ

カ可
婆バ

奴ヌ

ル流

奴ヌ

ル流　

和ワ

ニ

ナ

タ

エ

ソ

ネ

尓
奈
多
要
曽
祢

�

（『
万
葉
集
』・
巻
十
四
・
3378
番
・
詠
者
不
明
）

⑷�

宇ウ

ツ都
世セ

美ミ

ハ波　

恋コ
ヒ
ヲ乎

繁シ
ゲ

美ミ

登ト　

春ハ
ル
マ
ケ
テ

麻
気
氐　

念
オ
モ
ヒ

繁シ
ゲ
レ
バ波　

引ヒ
キ
ヨ
ヂ
テ

攀
而　

折ヲ
リ

毛モ
ヲ

不ラ

ズ折
毛モ　

毎ミ
ル

見ゴ
ト
ニ
　

情コ
コ
ロ
ナ
ギ
ム

奈
疑
牟
等ト　

繁シ
ゲ
ヤ
マ
ノ

山
之　

谿タ
ニ
ヘ
ニ
オ
フ
ル

敝
尓
生
流　

山ヤ
マ
ブ
キ
ヲ

振
乎　

屋ヤ
ド
ニ
ヒ
キ
ウ
ヱ
テ

戸
尓
引
殖
而　

朝ア
サ
ツ
ユ
ニ

露
尓　

仁ニ
ホ
ヘ
ル
ハ
ナ
ヲ

保
敝
流
花
乎
毎ミ
ル

見ゴ
ト
ニ

　

念オ
モ
ヒ

者ハ
ヤ
マ
デ

不
止　

恋
コ
ヒ
シ

志シ
ゲ

繁シ

モ母

�

（『
万
葉
集
』・
巻
十
九
・
4185
番
・
家
持
）

延
喜
十
九
年
東
宮
の
御
屏
風
の
歌
、
う
ち
よ
り
め
し
し
十
六
首

　

五
月
五
日

⑸�

あ
や
め
草
ね
な
か
き
い
の
ち
つ
け
は
こ
そ　

今
日
と
し
な
れ
は
人
の

引
ら
め

�

（『
貫
之
集
』
Ⅰ
・
131
番
）

以
上
の
例
は
、
す
べ
て
植
物
を
引
く
も
の
で
あ
る
。
よ
り
詳
し
く
説
明
す

る
と
、
⑴
は
菅
の
根
を
引
き
抜
く
こ
と
が
難
儀
と
の
意
で
あ
る
。
菅
の
根
が

地
下
で
絡
み
合
っ
て
、
引
き
に
く
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
の
「
引
」

く
は
、
引
き
抜
こ
う
と
い
う
意
で
あ
ろ
う
。
⑵
は
比
喩
歌
で
あ
る
。
私
が
い

る
の
に
、
私
以
外
の
人
が
小
野
の
浅
茅
を
本
気
で
引
き
抜
こ
う
と
す
る
こ
と

を
歌
っ
て
い
る
。
⑶
で
は
、
引
く
と
い
う
こ
と
と
、
絶
え
る
こ
と
と
の
関
係

性
か
ら
、
引
く
こ
と
に
よ
り
、
元
の
場
所
か
ら
離
れ
る
こ
と
を
表
現
し
て
い

る
。
⑷
は
、山
吹
を
谷
か
ら
引
き
抜
き
、庭
に
植
え
る
と
い
う
意
で
あ
る
。
⑸

は
五
月
五
日
に
菖
蒲
草
を
沼
か
ら
引
く
例
で
あ
る
。
五
月
五
日
に
、
菖
蒲
草

は
戸
に
挿
す
か
、
薬
玉
を
作
る
際
に
使
わ
れ
る
。
菖
蒲
草
を
沼
か
ら
引
く
こ

と
は
、
沼
か
ら
引
き
抜
く
意
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
例
か
ら
、
植
物
を
引
く
こ
と
は
、
植
物
を
引
っ
張
り
、
元
の
場

所
か
ら
離
れ
る
意
で
あ
る
か
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、「
松
を
引
く
」
こ
と

も
松
を
引
っ
張
り
抜
く
意
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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四
、「
松
を
引
く
」
表
現
の
出
現

既
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
子
日
に
詠
ま
れ
る
松
は
、
概
ね
野
辺
の
松
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、「
松
を
引
く
」
と
は
、
松
を
野
辺
か
ら
引
き
抜
く
こ
と
で
あ

ろ
う
。
で
は
、
何
の
た
め
に
、
子
日
に
野
辺
の
松
を
引
き
抜
く
の
か
。
こ
の

よ
う
な
行
為
は
、
子
日
行
事
が
行
わ
れ
る
場
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
子
日
に
関
す
る
和
歌
は
計
十
八
首
あ
る
。
第
三
節
で

確
認
し
た
子
日
の
松
詠
の
十
一
例
を
除
く
と
、
残
り
は
左
に
示
す
七
例
で
あ

る
。

▼
『
躬
恒
集
』（
承
空
本
）

ね
の
び
に
ま
か
り
し
人
に
お
く
れ
て

362
山
た
か
み
雲
ゐ
に
み
ゆ
る
さ
く
ら
ば
な
こ
こ
ろ
の
ゆ
き
て
を
ら
ぬ

日
ぞ
な
き

▼
『
躬
恒
集
』

ね
の
び
に
ま
か
る
人
に
お
く
れ
て

365
は
る
の
の
に
こ
こ
ろ
を
だ
に
も
や
ら
ぬ
み
は
わ
か
な
は
つ
ま
で

と
し
を
こ
そ
つ
め

▼
『
貫
之
集
』

延（
九
〇
六
）

喜
六
年
つ
き
な
み
の
屏
風
八
帖
が
れ
う
の
う
た
四
十
五
首
、
せ

じ
に
て
こ
れ
を
た
て
ま
つ
る
廿
首

　

ね
の
び
あ
そ
ぶ
い
へ

3�

ゆ
き
て
み
ぬ
人
も
し
の
べ
と
春
の
の
に
か
た
み
に
つ
め
る
わ
か
な 

な
り
け
り

延（
九
一
九
）
喜
十
九
年
東
宮
の
御
屏
風
の
歌
、
う
ち
よ
り
め
し
し
十
六
首

　

子
日
の
松
の
も
と
に
人
人
い
た
り
あ
そ
ぶ

127�

春
の
色
は
ま
だ
あ
さ
け
れ
ど
か
ね
て
よ
り
緑
ふ
か
く
も
染
め
て
け 

る
か
な

子
日

140�

も
と
よ
り
の
ま
つ
を
ば
お
き
て
け
ふ
は
猶
お
き
ふ
し
春
の
色
を
こ 

そ
み
れ

子
日

356�

春
た
ち
て
子
日
に
な
れ
ば
う
ち
む
れ
て
い
づ
れ
の
人
か
野
べ
に
こ 

ざ
ら
ん

子
日

471�

か
へ
る
さ
は
く
ら
く
な
る
と
も
春
の
野
の
み
ゆ
る
か
ぎ
り
は
ゆ
か 

ん
と
ぞ
思
ふ

第
三
節
で
既
述
し
た
よ
う
に
、
子
日
の
「
松
」
が
詠
ま
れ
る
場
所
と
し
て

明
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
野
」
四
例
と
「
家
」
一
例
で
あ
る
。
ま
た
、
第
三

節
で
確
認
し
た
「
松
」
以
外
の
子
日
行
事
の
和
歌
の
う
ち
、
本
節
の
傍
線
部

に
示
し
た
よ
う
に
、
野
辺
で
行
わ
れ
る
の
は
四
例
で
あ
る
。
以
上
の
用
例
か

ら
、
子
日
行
事
は
野
辺
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
想
定
で
き
る
。

一
方
、
同
じ
古
今
集
時
代
に
は
、
以
下
の
用
例
も
確
認
で
き
る
。

天（
九
四
五
）

慶
八
年
二
月
う
ち
の
御
屏
風
の
れ
う
廿
首

家
に
て
子
日
し
た
る
所

①�

わ
が
ゆ
か
で
た
だ
に
し
あ
れ
ば
春
の
の
の
わ
か
な
も
な
に
も
か
へ
り
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き
に
け
り

�

（『
貫
之
集
』・
536
番
）

宇
多
院
に
子
日
せ
ん
と
あ
り
け
れ
ば
、
式
部
卿
の
み
こ
を
さ
そ
ふ

と
て

②�

ふ
る
さ
と
の
の
べ
見
に
ゆ
く
と
い
ふ
め
る
を
い
ざ
も
ろ
と
も
に
わ
か

な
つ
み
て
ん

�
（『
後
撰
集
』・
春
上
・
10
番
・
行
明
親
王
）

①
は
屏
風
歌
で
、
そ
の
詞
書
に
「
家
に
て
子
日
し
た
る
所
」
と
あ
る
こ
と

か
ら
、
屏
風
絵
に
子
日
行
事
が
家
で
行
わ
れ
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
②
で
は
、
宇
多
院
で
子
日
行
事
を
行
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
二
例
か
ら
、
古
今
集
時
代
で
は
、
子
日
行
事
が
家
で
行
わ
れ
る
こ

と
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
子
日
行
事
が
家
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た

め
、
野
辺
か
ら
松
を
引
き
抜
き
、
家
に
植
え
る
こ
と
も
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
以
下
の
和
歌
例
か
ら
も
窺
え
る
。

八
条
大
将
四（
九
二
九
）

十
賀
、
権
中
納
言
の
し
給

子
日
松
い
へ
に
う
ゑ
た
る
と
こ
ろ

③�

ち
と
せ
ふ
る
ま
つ
と
い
へ
と
も
う
ゑ
て
み
る　

人
そ
か
そ
へ
て
し
る

へ
か
り
け
る

�

（『
伊
勢
集
』
Ⅰ
・
184
番
）

④
『
宇
津
保
物
語
』・
楼
の
上
下（
（1
（

「
あ
は
れ
、
む
か
し
を
思
ひ
出
で
は
べ
れ
ば
、
あ
の
岩
の
も
と
の
松
の

木
は
、
か
の
山
に
侍
り
し
を
、
子
の
日
に
お
は
し
ま
し
て
、
引
き
植

ゑ
は
べ
り
し
ぞ
か
し
」と
奏
し
た
ま
ふ
。
七
、八
樹
ば
か
り
し
て
、上

に
平
み
た
る
松
を
見
や
り
て
、
宮
内
卿
兼
覧

ひ
き
う
ゑ
し
子
の
日
の
松
も
お
い
に
け
り
千
世
の
す
ゑ
に
も
あ
ひ

み
つ
る
か
な

③
は
藤
原
時
平
の
長
男
で
あ
る
保
忠
の
四
十
賀
算
を
、
そ
の
弟
で
あ
る
敦

忠
が
催
し
た
時
の
屏
風
歌
で
あ
る
。「
子
日
松
い
へ
に
う
ゑ
た
る
と
こ
ろ
」
と

の
詞
書
か
ら
は
、
松
を
野
辺
か
ら
引
き
、
家
に
植
え
る
と
い
う
様
子
が
窺
え

る
。④

か
ら
も
、
子
日
に
山
の
松
の
木
を
引
き
、
岩
の
も
と
に
植
え
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
こ
の
二
例
か
ら
、
子
日
に
野
辺
か
ら
松
を
引
き
、
そ
れ
を
家

に
植
え
る
と
い
う
こ
と
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
③
で
は
、
松
の
千
年
の
寿
命
に
準
え
て
、
保
忠
の
長
寿
を
祝
っ
て
い

る
。
④
で
は
、
子
日
に
引
き
植
え
た
松
の
木
も
年
月
を
経
て
、
老
木
に
な
っ

て
い
る
が
、
千
年
の
末
に
も
ま
だ
見
ら
れ
る
と
長
寿
の
要
素
を
滲
ま
せ
て
い

る
。寛

平
八
年
（
八
九
六
）
閏
正
月
野
遊
行
事
以
後
、
子
日
に
関
す
る
和
歌
で

は
、
場
所
を
野
辺
と
明
記
す
る
歌
が
多
い
。
一
方
で
、
家
で
子
日
が
行
わ
れ

る
こ
と
も
あ
る
。
そ
し
て
、
子
日
行
事
が
家
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
松

を
野
辺
か
ら
引
き
、
家
に
植
え
る
例
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
松
を
引
き

抜
い
て
家
に
植
え
る
理
由
は
、
道
真
の
序
に
見
え
る
よ
う
に
、
松
の
長
寿
に

あ
や
か
る
た
め
で
あ
ろ
う
。し
か
し
、道
真
の
序
の
松
は
小
松
で
は
な
い
。松

を
引
き
抜
い
て
家
に
持
ち
帰
る
以
上
は
、
小
松
の
は
ず
で
あ
り
、
家
に
植
え

て
、
そ
れ
の
成
長
と
千
年
の
寿
命
に
人
の
長
寿
を
祈
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
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五
、
終
わ
り
に

本
論
で
は
、
古
今
集
時
代
に
な
っ
て
は
じ
め
て
現
れ
る
「
松
を
引
く
」
と

い
う
表
現
に
着
目
し
、
そ
の
形
成
過
程
を
辿
り
、「
松
を
引
く
」
表
現
が
詠
出

さ
れ
た
事
情
を
検
討
し
た
。「
松
を
引
く
」
表
現
は
子
日
行
事
と
深
く
関
わ
っ

て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
子
日
と
い
う
題
材
自
体
は
古
今
集
以
前
に

は
見
え
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
古
今
集
時
代
に
新
た
に
作
ら
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
子
日
行
事
の
端
緒
と
思
し
い
寛
平
八
年
（
八
九
六
）
宇
多
天

皇
の
子
日
野
遊
に
、
長
寿
を
願
う
目
的
で
、
若
菜
と
松
と
の
二
つ
の
要
素
が

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
影
響
を
受
け
、
そ
の
後
、
子
日
に
関
す
る
和

歌
で
は
、
若
菜
と
松
詠
が
定
型
表
現
と
な
る
が
、
そ
の
中
で
、
松
詠
の
流
行

が
見
ら
れ
る
。
特
に
、
子
日
に
「
松
を
引
く
」
と
い
う
類
型
表
現
が
現
れ
る
。

そ
の
表
現
は
、
子
日
行
事
が
家
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

小
松
を
野
辺
か
ら
引
き
抜
き
家
に
植
え
る
と
い
う
、
行
事
自
体
の
変
化
に
影

響
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
背
後
に
は
、
道
真
の
序
に
見
ら
れ
る

長
寿
の
要
素
も
働
い
て
い
る
。
小
松
を
野
辺
か
ら
引
き
抜
き
、
家
に
植
え
て
、

そ
れ
の
成
長
と
千
年
の
寿
命
に
人
の
長
寿
を
祈
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

「
松
を
引
く
」表
現
に
は
、
宇
多
天
皇
の
子
日
野
遊
や
道
真
の
序
が
関
わ
っ
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
和
歌
の
表
現
か
ら
は
、
そ
れ
と
の
相
違
を
も
見

出
す
こ
と
が
出
来
、
そ
の
相
違
点
か
ら
行
事
の
変
化
が
窺
え
る
。

注（1
）　

本
論
文
で
言
う
「
古
今
集
時
代
」
は
、
古
今
撰
者
が
活
躍
し
始
め
、『
古
今

集
』が
編
纂
さ
れ
た
宇
多
・
醍
醐
朝
か
ら
撰
者
た
ち
が
没
す
る
朱
雀
朝
ま
で
を

範
囲
と
す
る
。

（
2
）　

特
に
示
さ
な
い
限
り
、
和
歌
本
文
・
和
歌
番
号
の
引
用
は
『
新
編
国
歌
大

観
』
に
拠
る
。
そ
こ
に
収
め
て
い
な
い
和
歌
例
は
『
新
編
私
家
集
大
成
』
に
拠

り
、
濁
点
の
補
入
は
論
者
に
よ
る
。
ま
た
、『
万
葉
集
』
和
歌
の
訓
は
西
本
願

寺
本
に
、
番
号
は
『
私
家
集
大
成
』
に
拠
る
。

（
3
）　

年
次
不
明
で
あ
る
が
、『
古
今
和
歌
集
目
録
』（
群
書
類
従
本
）
凡
河
内
躬
恒

の
項
目
に
よ
る
と
、
躬
恒
は
延
長
三
年
に
亡
く
な
っ
た
為
、
こ
の
歌
は
そ
れ
以

前
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
4
）　
『
公
卿
補
任
』（
新
訂
増
補
国
史
大
系
）に
よ
る
と
、
藤
原
兼
輔
は
承
平
三
年

二
月
十
八
日
に
亡
く
な
っ
た
。
よ
っ
て
、こ
の
和
歌
は
そ
れ
以
後
の
作
で
あ
る
。

ま
た
、
詞
書
に「
土
佐
の
国
よ
り
ま
か
り
の
ぼ
り
て
」と
あ
る
こ
と
か
ら
、『
土

佐
日
記
』
の
年
次
と
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
こ
の
和
歌
は
承
平
五
年
（
935
）
ご

ろ
の
作
で
あ
ろ
う
。

（
5
）　

木
村
正
中
校
注
『
土
佐
日
記
・
貫
之
集
』（
新
潮
日
本
古
典
集
成
、
新
潮
社
、

昭
和
六
十
三
年
十
二
月
）。
こ
の
記
述
は
承
平
五
年
（
935
）
正
月
二
十
九
日
の

も
の
で
あ
る
。

（
6
）　

片
桐
洋
一『
歌
枕
歌
こ
と
ば
辞
典
』（
笠
間
書
院
、
平
成
十
一
年
六
月
）、
久

保
田
淳
・
馬
場
あ
き
子
編
『
歌
こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
』（
角
川
書
店
、
平
成
十

一
年
五
月
）
に
お
け
る
「
子
の
日
」
項
（
室
城
秀
之
）
と
「
松
」
項
（
久
保
田

啓
一
）
を
参
照
。

（
7
）　

田
島
智
子
「
後
撰
集
時
代
・
拾
遺
集
時
代
の
特
色
―
子
日
を
め
ぐ
っ
て
―
」

（『
屏
風
歌
の
研
究　

論
考
篇
』、
和
泉
書
院
、
平
成
十
九
年
三
月
）、
初
出「
古

今
集
時
代
か
ら
後
撰
集
時
代
へ
の
屏
風
歌
の
変
化
―
子
日
を
め
ぐ
っ
て
―
」

（
伊
井
春
樹
編『
古
代
中
世
文
学
研
究
論
集　

第
三
集
』、
和
泉
書
院
、
平
成
十

三
年
一
月
）。
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（
8
）　

山
中
裕
『
平
安
朝
の
年
中
行
事
』（
塙
書
房
、
昭
和
四
十
七
年
六
月
）。

（
9
）　

倉
林
正
次
『
饗
宴
の
研
究
』（
文
学
編
）（
桜
楓
社
、
昭
和
四
十
四
年
一
月
）。

（
10
）　

北
山
円
正
『
平
安
朝
の
歳
時
と
文
学
』（
和
泉
書
院
、
平
成
三
十
年
十
月
）、

初
出
「
子
の
日
の
行
事
の
変
遷
」（『
神
女
大
国
文
』
十
七
号
、
平
成
十
年
三

月
）。

（
11
）　

谷
口
孝
介『
菅
原
道
眞
の
詩
と
学
問
』（
塙
書
房
、
平
成
十
八
年
二
月
）、
初

出
「
宇
多
天
皇
雲
林
院
子
日
行
幸
と
菅
原
道
眞
」（『
説
話
論
集
』
第
十
四
集
、

（
清
文
堂
出
版
、
平
成
十
六
年
十
月
）。

（
12
）　

井
上
薫
「
子
日
目
利
箒
小
考
」（『
龍
谷
史
壇
』
第
七
十
三
・
第
七
十
四
、
昭

和
五
十
三
年
三
月
）。

（
13
）　

新
訂
増
補
国
史
大
系
『
類
聚
国
史
』（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
八
年
～
昭
和
九

年
）。

（
14
）　

川
口
久
雄
校
注
『
菅
草
文
草
・
菅
家
後
集
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波

書
店
、
昭
和
四
十
一
年
十
月
）。

（
15
）　

同
（
14
）。

（
16
）　

三
木
雅
博
『
紀
長
谷
雄
漢
詩
文
集
並
び
に
漢
字
索
引
』（
和
泉
書
院
、
平
成

四
年
二
月
）。
ま
た
、『
日
本
紀
略
』（
新
訂
増
補
国
史
大
系
）
寛
平
八
年
閏
正

月
六
日
の
条
に
も
野
遊
の
模
様
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

閏
正
月
六
日
戊
子
。
天
皇
爲
二
遊
覽
一。
幸
二
北
野
一。
午
刻
先
御
二
各（

マ
マ
）流一
幸 

二

雲
林
院
一。
皇
太
子
以
下
王
卿
陪
云
々
。
以
二
院
主
大
法
師
由
性
一
爲
二
權
律

師
一。
未
時
。
更
幸
二
船
岡
一。
放
二
鷹
犬
一
追
二
鳥
獸
一。

（
17
）　
『
日
本
紀
略
』
後
編
（
新
訂
増
補
国
史
大
系
、
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
四
十
年

八
月
）
延
喜
五
年
正
月
二
十
九
日
の
条
に
依
る
。

（
18
）　
『
万
葉
集
』
で
は
、「
松
を
む
す
ぶ
」
の
用
例
は
六
例
（
141
・
143
・
144
・
146
・

1043
・
4501
）が
あ
り
、
松
の
枝
を
結
ぶ
こ
と
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、「
松

の
枝
を
ひ
き
む
す
ぶ
」和
歌
は
一
例
あ
る
が
、
そ
れ
は
松
の
枝
を
自
分
の
近
く

に
引
き
寄
せ
て
、
そ
の
枝
を
結
ぶ
も
の
で
あ
り
、
本
論
で
の
「
松
を
引
く
」
例

と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

（
19
）　

中
野
幸
一
校
注『
う
つ
ほ
物
語
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
、
小
学
館
、
平

成
十
一
年
六
月
～
平
成
十
四
年
八
月
）。

（
ほ
・
こ
う
え
ん　

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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